
資料１

情報提供・説明
協力依頼

連携
協力

 相談

助言
支援

心のケア 聴き取り 聴き取り 情報提供 事実
寄り添い 原因究明 指導 保護者会 対応
ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ 背景調査 など など 今後の取組

別室対応 指導 など
など など

○　被害生徒の立場を第一に考えて対応する。
○　対応は迅速かつ組織的に行う。　
○　関係者の個人情報に十分配慮し、情報提供や説明を行う。
○　マスコミ対応は窓口を一本化し、市教育委員会と十分に相談した上で行う。
○　いじめ解消後も引き続き十分な観察を行い、折に触れて必要な指導を継続的に行う。

被害生徒
への対応

加害生徒
への対応

協力依頼

協力依頼

   相談・訴え・要望

被害生徒
保護者

加害生徒
保護者

情報提供・説明

情報提供・説明

他の生徒
への対応

保護者へ
の対応

マスコミ
対応

市教育委員会
学校教育課
教育支援課

青少年センター

報告

指導・助言・支援

宝塚警察生活安全課
阪神北ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ
県警ｻｲﾊﾞｰ対策課
市子どもの権利擁護委員

伊丹地方法務局
など職員会議

生徒・保護者・地域等

担任等

いじめ防止委員会
（いじめ相談窓口）

（校長、教頭、生徒指導
養護教諭、ＳＣなど）

      相談・訴え
相談・訴え

報告
相談・訴え・要望

Ⅰ 校内組織体制・対応

支援

指導・支援

報
告

共
通
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解


